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第１章 はじめに 

1-1 計画策定の趣旨                                

本県では、“富県宮城”の実現に向け、高規格幹線道路から生活道路に至るまで、様々な道づく

りを進めてきました。

平成 23（2011）年の東日本大震災を踏まえて策定された前計画の 10 年間には、三陸沿岸道路

の全線開通や気仙沼大島大橋等の開通が実現し、道路網が充実したことで、経済・観光面で大き

な効果がありました。今後はストック効果を発揮させ、更なる地域産業の活性化につなげるとと

もに、交流人口の拡大や本県の魅力向上等を図っていくことが重要です。

一方、人口減少や少子高齢化社会の進展、近年の異常気象による自然災害の頻発・激甚化、市

街地における交通事故や交通渋滞、道路施設の老朽化など，道路を取り巻く環境が日々変化して

おり，それらへ対応することが求められています。

こうした状況の変化を踏まえ，中長期的な道路施策の方向性や将来像を示すものとして「宮城

の道づくり基本計画（以下，本計画という。）」を策定しました。県政運営の理念「富県躍進！

“PROGRESS Miyagi”～多様な主体との連携による活力ある宮城を目指して～」の実現に向け，

引き続き社会資本の骨格として道づくりを推進します。

1-2 計画の位置付け                                

東日本大震災から 10 年目という節目を迎え，将来の宮城のあるべき姿や目標の実現に向け，

取り組むべき施策を明らかにする「新・宮城の将来ビジョン」が策定され，県政運営の方針が見

直されました。これを受け，土木・建築分野の計画として，「宮城県土木・建築行政推進計画（2021
～2030）」が策定されています。

本計画は、「宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）」における道路部門の個別計画とし

て、県政運営の理念や基本理念の実現に向けた今後 10 年間の道づくりのあり方を示すものです。

▲ 計画の位置付け
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1-3 計画の期間                                  

計画期間は、「新・宮城の将来ビジョン」及び「宮城県土木・建築行政推進計画（2021～2030）」
に合わせて、令和 3（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間とします。

また、計画期間を前期、中期、後期で分け、それぞれの期間において事業進捗の確認をすると

ともに、社会情勢の変化等を踏まえ、適宜、計画の見直しを図るものとします。

▲ 計画の対象期間 

1-4 計画の対象                                  

本計画の対象は、本県が実施する道路整備及び道路施設の維持管理等に関する事業とします。

ただし、事業の目的に応じて、国や市町村等が実施する事業についても、施策を連携し整備促進

を図ることとします。

1-5 計画の構成                                  

本計画は、これまでの道づくりの変遷を踏まえ、本県の地域の現状や道路の現状等から今後の

道づくりの課題を抽出しました。その上で、本県の道路の目指す将来像や道づくりの基本方針・

基本目標を定め、その実現に向けた取組や方策を整理しています。 

▲ 計画の構成 


